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1ま え が き

スイー トコーンは投下労力が少なく栽培が比較的容易な

ことヽ 野菜の中では唯―のイネ科作物で輸作上重要な品

日であることなどから,県北畑作地帯では, レタス,短根

ニンジンとともに面積的に大きな比重を占めている。これ

らの背景から第1報,第 2報のニンジン, レタスに次いで

第 3報では実用化組立試験のなかで実施 したスイー トコー

ンの機械化栽培で問題になった個別作業と4ヵ 年の結果か

ら組み立てられた機械化栽培標準体系の概要について報告

する。

2試 験 方 法

試験実施年次は昭和 4ア 年～ 50年の4ヵ 年間で, 48年 以

降はハニーバンタム極早生,中生種をそれぞれ50aずっ栽

培 し,播種期も極早種を5月 中旬,中生種を5月 下旬とし

た。

その他の輪作体系や労働 力機軋 使用機械については第

1報に準する。

3試 験 結 果

機械化栽培における4ヵ 年間の平均所要労働時間は,ハ
ニーバンタム極早生で10a当 り∞時間前後,中生種で45時

間前後であった。

このうち収穫関連作業は55～ 56%を占め最も多く,次 い

で除草作業の15¢ ,除けつ作業 9%前後で,こ の比率は品

種,は種期が変ってもほとんど差がなかった。

また作業機械の使用機種は16～ 17種に及ぶが10a当 りあ

使用時間は 5～ 6時間で作業別には施1巴耕起や収穫の運搬

関係に占める割合が多かった。

これらの採禍から主な個別作業の結果と問題点について

報告する。

1 播種作業

´`ニーバンタム種は従来の品種に比ベー般に発芽が劣 り
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穂先までの実入りが悪いなどの欠点があるため,従来の畦

幅75α,株間22～24“ から畦幅,0“,株間25“に広げた

結几 出荷数量で極早生が10¢,中生種 7%の増収が認め

られ,特に中生種では 1本 350′ 以上のLL級が 10%も 増

加した。

は種機械はユニットプランターを使用し, 1行程 2条の

1カ 所 2～ 3粒の点播とした。

栽植距離の変動などで利用時間に多少の年次間差がみら

れたが, 10a当 り038時 間前後で機械利用上の問題はなか

った。

2除 草

除草体系としては種直後 リニュロン剤を散布し,生育中

アトラジンを 1～ 2回散布した。

また歩行型ロータリーやヵルチベーターによる畦間中耕

除草も行なったが,生育中後期に株間のヒエの発生が多く,

このため株間の手取り除草を実施した。

手取 り除草は,Oa当 り8～ 9時間を要し,全作業時間の

15%前後と高い比率を占め除草の省力化にやや問題点を残

した。

3 収穫関連作業

収穫関連作業は年次間差もあるが,10a当 りω時間前後

で全投下労働時間の55%を占めた。これら収穫関連作業の

内訳を昭和50年の結果で考察すると,245時間の収穫関連

作業時間のうち,かき取りが3ア 8多 で最も多く箱づめの235

%を加えると60“ 以上を占める。

その他調製,回場運批 テープ掛け,出荷があるが, こ

のうち現状で機械化ができるのは運搬作業だけでほとんど

人力に頼らぎるを得ない。

しかしこの人力作業の中で調製箱づめ作業を年次間でみ

るとネクト袋づめしていた昭和48年 とグ′ボール箱にした

50年では, 50年 の方が収量が増収しているにもかかわら

ず, 6～ 7時間の作業時間の軽減がみられたが, このこと

は今後の収穫作業の軽減に対する出荷資材の一つの方向を

示したものと考えられる。
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―ンの標準機械化栽培体系を作成したのが表1で ある。4 跡地整理作業

,Oa当 り投下労働時間ω 4時 跳 機械使用時間853時 間
収穫後の茎葉処理はロータリーカッターで粉砕しプラウ

で投下労働時間の63,が収穫関連作業で占める。で鋤込みする方式を行なった。

ロータリーカッターは10a当 り032時間と茎葉処理時間   作業機械別では運搬用の トレーラー, トラッタの使用時

が著しく短縮され,粉砕状況も多少の茎葉の大小があった  間が多く約32¢ を占め,次いで除草剤散布用のプームスプ

ものの翌春のレタスの栽培などにはとんど問題はなかった。  レーヤーが176%で多い。

この体系の中で収穫関連作業や株間手取除草が多くなっ5 標準機械化栽培体系

4ヵ 年の結果から10a当 り収量 1ltの ときのスイー トコ  ているが,これらの人力作業の省力化が今後の課題である。

表 1 スイー トコーン機械化識培標準体係(日 標収量 1lt)

＼
員目

作業
ヽ 剰 施肥耕起 は  種 除   草

間 ]1・
除 け つ 追肥培土 薬剤散布 肇豪雹特 跡地整理 計

技 術

内 容

1)石灰散布

2)堆肥散布

3)プ ラウ耕

41化成肥料

51ロ ータリ

ー耕

笙幅90“

株問25m
除草剤散布

1)は 種直後

21生育中 2

回中耕除

草

31畦間除草

41株間除草

本葉 5～ 4

枚で
'本

立

1ヽ FE3引

21除けつ

肥

土

追

培

アワノメイ

ガ防除

1)か きとり

袋づめ

'運
搬

3)調 製燿

'141箱づめ

9テ ープ掛

6)出 荷

1)茎葉粉砕

21茎 葉鋤込

作

業

技

術

作業実

施時期

1)～ 51

5月 上旬

5月 中旬 1)5月 中旬

216月 中旬

7月 上旬

3)～ 41

6月 上旬

1)6月 上旬

216月 中旬

1)～ ②

6月 下旬

7月 中旬 1)～ 6)

,月 上～

中旬

1)～ 21

9月 下旬

使 用

農機具

トラタター

1)ラ イムソ

フー

21● ― グー

マニアス

プレッグー

31プ ラウ

41プ ロー ド

キャスター

51ロ ータリー

トラク′―

ユ ニ ッ ト

プランター

トラ ク′―

1)～ 2
ブー ムス

プレーヤー

51カ ルチペ

ー ター

トラタター

1)施 EEは種

機

21リ ッジャー

トラ クター

ス ワー ス

ス プレー

ヤ ー

trtt-
2) | t-r-
6)rr,,

トラタター

1)ロ ータリー

カ ッター

21プ ラ ウ

組作業

人 員
1 1 1

`

1 3

1)3)415161

1

212

1

10a当り

機械使

用時間

1)。 13

21010

025

3)036

41018

51051

l138 1)o50

21100

5)04ア

1)045

21029

029 21121

61154

1)l152

2109

8“

10a当 り

人力所

要時間

1)～ 51

451

1)～

197

418"

1)238

21531

1) 045

21029

1)1298

21 a52
3)814

41,24

9264
6)154

1)032

0057

6040


